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n  レーザースキャナー計測	


レーザースキャナー	


特定の間隔（縦・横）にレーザーを発信し、発信時の角度と受信ま
での時間位相差等から距離を取得して、レーザースキャナーから
の被計測対象までの相対位の座標点群を取得する装置。	


特徴	

①ノンプリズム方式の採用により、大量の点群を取得できることや
被計測地域に作業員を配置せずに測量が可能。	


②デジタルカメラとの併用により、座標点群に色を付与できる。	


③点群データを利用した高精度な数量算出が可能である。	


レーザースキャナー計測	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	
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Ⅴ　最新測量技術等の紹介	


CIM技術検討会資料より抜粋	


レーザースキャナー計測	
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Ⅴ　最新測量技術等の紹介	


震災がれき量算出業務	


レーザースキャナー計測	
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■ ＭＭＳ-Ｘ（640）	

　・GPS×3、IMU、オドメトリ	

　・レーザースキャナが前方2台、後方2台で計4台	

　　（毎秒約13,575点×4＝最大54,300点/秒の計測）	

　・カメラが360度カバーで計6台	

　　(500万画素、最大毎秒10枚/台、距離指定撮影)	


　・走行しながら道路周辺の高精度な３次元座標を効率的に取得できる車載型計測システム	

  ・ＧＰＳ（３台）、ＩＭＵ、レーザースキャナー、デジタルカメラを車上ユニットに搭載	

　・自己位置6cm、レーザー計測点の絶対精度：水平10cm、高さ15cm、相対精度 1cm、	

　　※メーカ－カタログ値（20ｍ以内、GPS可視区間の場合）。走行速度20km～80km。	


■ ＭＭＳ-Ｘ（３２0）	

　・GPS×3、IMU、オドメトリ	

　・レーザースキャナが前方1台、後方1台で計2台	

　　（毎秒約300,000点/秒の計測）	

　・カメラ　計3台	

　　(500万画素、最大毎秒10枚/台、距離指定撮影)	


MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	
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3次元レーザ点群 
（GPS座標） 

/最大毎秒54,300点 

カメラ画像 
（200～500万画素） 

/最大毎秒10枚×６ 
 時間同期された、3次元
レーザ点群データとカメ
ラ画像データを精度良く
重畳 

道路周辺環境の3次元情報化 

MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	


ＭＭＳで取得するレーザー点と写真	
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縦横断図作成業務�
計測風景	
 路面サーフェイス	


縦断図作成	
 横断図作成	


MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	
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トンネル内断面計測�

MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	




東北CALS普及会�

MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	


弘前公園廻りビューアデータ	
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MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	


弘前公園廻り点群データ	
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MMS（高精度三次元地図計測）	
Ⅴ　最新測量技術等の紹介	


オフィスアルカディア	
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Ⅳ　工事情報共有システムについて	


ASP「工事監理官」のイメージ	




情報共有システム(ASP) 
活用のコツ	


受発注者間のコミュニケーションの円滑化	


情報共有システムの利活用により、発注者間のコミュ
ニケーションの円滑化を図る。	




ポイント１ 
対面打合せとASPの使い分け	


n  複雑な協議等をASPだけでやり取りしていると，
対面で打合せをするより時間が余計にかかる
傾向がある	


n  ５回，６回と差し戻し・再提出になっていること
も・・・	


n  提出だけのもの，簡単な協議などはASPで提
出・決裁すると時間の節約になる	


n  対面で協議した結果は，紙のままにするか，必
要に応じて電子化してASPに登録する	




事例紹介	


n  発注者事務所まで片道1時間，往復＋αで日中に３時
間程度必要となる	


n  現場を空けられる日を選んで発注者事務所を訪問	


n  その分をカバーするため残業になることが多い	


	


ASPを利用した場合	


n  協議は従来通り対面で実施することが多い	


n  それでも書類の３割程度はASPで提出できる	


n  日中の移動時間が節約できるため，夕方までに書類を
提出して労働時間の短縮に繋げている（この効果が一
番大きいと感じている）	


n  現場を空けられなくても提出可能なので，決裁完了まで
の期間も短くなる	




ポイント２ 
ASP上で決裁を円滑に進めるコツ	


決裁が滞ってしまった・・・	


n  誰のところで承認待ちになっているかわ
かるので，フォローしたりお願いして進め
てもらう	


間違い等を直して早く出し直して欲しい	


n  書類を作成した人（発議者）に直接差し戻
すと，すぐ修正に取りかかれる	




ポイント３ 
共有文書・検査支援の使い方	

その前に・・・「納品物」をちょっと整理	


　　　　　　	


工事完成図書 工事完成図書の種類 備考

工事完成図 ＣＡＤデータの印刷物

工事管理台帳 台帳データの印刷物

電子媒体納品書

電子成果品チェック記録

工事完成図のＣＡＤデータ SXF	
 形式

台帳データ
生コンクリート品質記録表、施設基本
データ等

地質データ ＴＲＡＢＩＳデータ等

工事書類 工事書類の種類 備考

工事写真 デジタル写真管理情報基準

ASPで提出した工事帳票
（電子検査で受検した工事帳票）

ASPからダウンロード

紙 紙で提出した工事帳票

電子納品チェックシステムによる確認
結果の印刷物

紙の成果品

電子成果品

電子データ



ポイント３ 
共有文書・検査支援の使い方	


n  共有文書機能はASP上で決裁した書類
を階層化されたフォルダに格納する機能	


n  検査対応を考慮したフォルダ構成になっ
ている	


n  別途電子化した書類を登録することもで
きる	


例）全現場宛の指示や通知は電子メールで
一斉送付されることがある。これも「指示」
「通知」のフォルダに追加することができ
る。	




ポイント３ 
共有文書・検査支援の使い方	

共有文書機能の画面	




ポイント３ 
共有文書・検査支援の使い方	


n  検査支援機能は，共有文書機能で格納
されているデータをフォルダ階層ごと一括
でダウンロードする機能	


n  ダウンロードするファイル（検査対象とな
るファイル）を指定できる	




ポイント３ 
共有文書・検査支援の使い方	

検査支援機能でダウンロードしたデータ	




完成検査後の工事帳票（電子）
の扱いについて	

n  ASP上の電子データは検査時と同じフォ

ルダ構成のデータをCD-R等に焼き付け
て保管・提出する（事前協議で発注者の
了解を得てください）。	


ASPからのお願い	


n  ガイドライン等では受注者・発注者がそれ
ぞれダウンロードすることになっています
が，サーバやネットワーク負荷が高いた
め，受注者がデータを格納したCD-R等を
複製して発注者に提出してください。	




電子検査の事例紹介	


n  事例１	


　　・ASPで決裁した工事書類も鏡だけは印刷	


　　・紙の工事書類と一緒に上記鏡をファイリング	


　　・検査時は紙のファイルを中心に確認し，必要	


　　　に応じて電子データ（添付ファイル）を確認	


n  事例２	


　　・紙，電子を問わず工事書類の一覧表を作成	


　　・一覧中，紙なのか電子データなのかわかるように記載	


　　・検査時は一覧表も見ながら必要な書類を確認	




電子検査のポイント	


n  工事書類は、事前に検査用PCにダウンロード 
n  検査時には「紙」「電子」を明瞭化 
n  複数のPCと、大型モニターの利用	




電子検査のポイント	




電子検査のポイント	




電子検査のポイント	




電子検査のポイント	
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Ⅵ　建設業における熱中症の知識と対策�
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Ⅶ　その他�
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長時間お疲れ様でした。�
ありがとうございました。�


